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R または C を K とする．

1. X, Y が K 上のベクトル空間とするとき，X から Y への写像 T を作用素といい，x ∈ X の T

による像を Tx と書いた．T が線形作用素であることの定義を述べよ．

2. (X, ∥ · ∥X), (Y, ∥ · ∥Y ) をノルム空間，T : X → Y を線形作用素とする．T が有界であることの
定義を述べよ．

3. 2 と同じ条件のもとで T : X → Y を有界線形作用素とするとき，T の作用素ノルム ∥T∥ の定
義を述べよ．

4. 2 と同じ条件のもとで T : X → Y を有界線形作用素とするとき

∥T∥ = sup
x ̸=o

∥Tx∥Y
∥x∥X

を証明せよ．

5. X, Y を K 上のベクトル空間，T , S を X から Y への線形作用素とする．このとき S + T と
α ∈ K に対して αT はどのように定義されますか？

6. (X, ∥·∥X), (Y, ∥·∥Y )をノルム空間とする．L(X,Y )とは何ですか？また，L(X,Y )はいつBanach

空間になりますか？

7. f が X で定義された有界線形汎関数であることの定義をのべよ．

8. (X, ∥ · ∥) をノルム空間とするとき X の共役空間とは何ですか？
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